
バラ科の多年草。夏きれい
なピンクの花がいっぱい咲
き、そのすらりとした姿の
美しさから「高原の女王」
と讃えられる。 

ルリ色をした、虎の尾に似た花
であることが名前の由来。 
葉が輪生するクガイソウに似て
いるが、葉が対生する。 
分布域は伊吹山周辺に限定され
ており、個体数も少ない。希少
種。 

年間通じて洞内温度１５° 
鍾乳洞内は、鍾乳石だけで
はなく、湧き出す清水には
ニジマスが泳ぎ、古生代の
化石がいっぱい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        

 

 

【日 時】 ２０２３年７月２８日（金）          

【集 合】 ＪＲ高槻駅松阪屋前 ８：２０  バス出発８：３０ 

【行 程】  高槻駅前発→ 高槻ＩＣ→ 黒丸ＰＡ→ 関ケ原ＩＣ→ 伊吹山山頂駐車場 → 

 ２グループに別れて散策（西コース）→ 山頂着（昼食、班長会議）→ 下山開始 

（東コースか西コース）→ 駐車場→ 関ケ原鍾乳洞→ 関ケ原ＩＣ→ 黒丸ＰＡ → 

高槻駅前解散 18:00 頃の予定 

【持 物】 弁当、飲物、敷物、雨具、ストック、懐中電灯、植物図鑑等。 

山頂は温度が下がりますので、上に羽織るものがある方がいい。 

山道ですので、トレッキングシューズがお薦め。 

【参加費】 ３，０００円（班で集めて７月２１日までに６班副班長中藤さんに渡してください） 

      一週間よりキャンセル料３０００円が発生します。              

【参加者報告】 各班の出席者氏名を７月１４日までに、6班 森川班長へ報告をお願いします。 

【実施の可否】 前日正午頃の気象情報で伊吹山の降水が小雨の場合はそのまま実施。大雨の場合、

伊吹山は中止し、行き先を別候補地に変更し、そら組全体メールで連絡します。 

【シモツケソウ】       【ルリトラノオ】       【関ケ原鍾乳洞】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

伊吹山は標高１３７７ｍで、日本百名山の一つ。山頂周辺のお花畑は国の天然記念物に指定され

ており、シモツケソウやルリトラノオ、イブキフウロ、コオニユリなど色とりどりの高山植物が

咲き誇ります。また山頂からは琵琶湖や伊勢湾までを一望する大パノラマが楽しめます。伊吹山

ドライブウェイで８．５合目の山頂駐車場まで行く事ができ、そこから歩いて４０分ほどで山頂

に到達できます。下山後、伊吹山ドライブウェイ出口より１０分くらいの関ケ原鍾乳洞を訪ねま

す。鍾乳洞に一歩足を踏み入れれば、そこはまさに自然が生み出した芸術作品。神秘的な空気と

自然の偉大さを肌で感じてください。 

担当:6班（↑山頂からの雲海） 


